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四
月
の
メ
モ

　
一
日
新
学
期
始
め

　
　
　
緑
の
週
間
（
七
巳
ま
雇
）

七
日
世
界
保
健
デ
ー

．
八
日
花
ま
つ
り

　十日

　
全
国
交
通
安
全
日

　
　
　
婦
人
週
間
（
十
六
日
ま
で
〉

十
一
日
　
メ
コ
ト
ル
法
公
布
記
念
日

士
百
科
学
技
鱒
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
（
＋
八
日
ま
で
）

＋
八
日
発
朋
の
日

＋
兀
日
全
国
璽
燵
笙
鱈
簡

　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
五
日
ま
で
）

二
十
日
逓
信
記
念
日

二
十
二
日
潜
掃
デ
ー

二
＋
八
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
利

　
　
　
記
念
日

二
＋
九
日
天
皇
誕
圧
日

発
行
所
　
江
南
村
役
場

発
行
人
松
本
芳
治

印

刷
所
秀
英
舎
印
刷

住民登録による

人口のうごき
　（40。3．1）

人口　　7，618
男　　 3，794

女　　 3，824
世帯数　　1，459

第
二
回
臨
時
村
議
会
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§
樽
『
壁
魍
，
騨
帥
、
智
卿
『
｝
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荘
．
鵜
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“
肌
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鷹
総
額
葦
九
百
余
翌

蜘縮膿罐麟謝

猟墾鞭轍灘灘

糠
難
難
遡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
か
L
径
宅
に
使
用
す
る
二
五
・
本
紺
に
は
県
皿
の
小
原
療
養
所
畜
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
五
坪
の
税
額
は
半
額
に
減
額
を
行
な
試
験
場
等
の
大
き
な
建
物
が
あ
ウ
、
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∴
　
　
っ
て
お
り
ま
す
。
）
　
　
　
　
　
た
農
業
高
等
学
校
教
育
セ
ン
腐
も
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
村
民
税
も
他
の
町
村
と
比
較
し
て
き
る
の
で
特
別
交
付
金
を
、
な
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
る
と
目
立
っ
て
低
い
の
で
こ
の
際
多
く
交
付
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
薯
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
額
し
て
も
よ
い
と
思
う
が
国
に
於
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
嚢
を
醤
の
毛
室
墾
は
前
年
の
半
額
置
角
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粕
村
馨
讐
嚢
萱
手
塁
蓬
で
議
癬
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
八
年
度
七
十
万
円
、
＝
干
九
年
度
百
確
実
な
る
も
の
を
計
土
レ
た
上
じ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糖
六
＋
万
円
の
蓼
断
行
い
嚢
覆
関
姦
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
．
　
し
た
。
本
年
は
本
文
方
式
に
な
り
減
　
　
特
に
本
年
は
役
場
庁
舎
及
び
“
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諭
税
と
な
り
婁
罐
冒
草
万
円
巽
等
の
呈
．
貧
手
九
峯
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
　
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
費
用
に
地
方
公
務
員
給
与
改
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朋
④
総
甕
に
予
甕
潭
い
て
霧
象
糧
て
塞
・
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
は
何
年
た
っ
て
も
変
り
ば
え
カ
な
く
員
に
於
て
も
各
位
の
自
覚
と
研
芯
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
農
村
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
よ
り
事
務
能
率
を
高
め
ゐ
と
と
か
に
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
隣
り
の
熊
谷
市
内
の
国
道
は
三
民
へ
の
奉
仕
の
精
神
に
つ
と
め
幽
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
的
縣
の
の
就
翻
羅
雛
覇
籠
ゲ
蕪
⑳
蟹
島
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
よ
く
た
が
施
設
費
に
つ
い
て
は
住
民
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
昔
十
年
と
い
っ
た
が
三
年
た
つ
か
の
た
め
増
加
は
や
む
を
得
な
い
ど
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た
な
い
う
ち
こ
東
京
が
熊
谷
に
来
し
て
計
上
し
ま
し
た
。
　
　
　
甲

目
頭
、
村
長
よ
り
　
　
　
、
　
だ
票
あ
り
鱗
喜
の
古
い
髪
塞
費
に
つ
い
て
は
・
三
士
養

　
予
算
編
成
方
針
む
説
開
．
鞭
鰯
雛
煽
こ
る
靴
蘇
魎
禰
騨
誘
韓
盟
聴
た
募

璽
針
◎
蜂
霧
罎
鱗
盤
雛
灘
幾
羅

難
暴
稼
①
出
難
雛
難
欝
て
論
雛
嚢
鐘

催
を
樹
豆
し
ま
し
た
。
　
　
　
次
第
で
す
が
財
源
を
地
方
交
付
税
に
　
所
得
倍
増
喬
税
に
於
て
冒
万
円
に
し
、
老
令
年
金
に
つ
い
て
も
殻
は

し
て
五
本
の
柱
を
立
て
歳
入
歳
　
　
三
千
八
百
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
　
が
多
く
見
込
ま
れ
る
よ
う
に
地
方
交
付
豊
か
で
は
な
い
が
本
年
も
薯
．
以
上

四
調
和
を
は
か
っ
て
調
整
し
そ
　
　
ま
た
、
村
税
は
二
千
百
五
十
七
万
一
税
に
於
て
も
八
百
万
円
の
増
額
を
み
る
の
老
人
に
年
金
を
支
給
す
る
夏
に
計

瞭
羅
糖
騰
麗
沸
蟻
稽
麓
蛎
懸
財
麟
祉
蟹
媒
粧
雑
舅
縫
駿
關
離
紅
縫
籔
鰭
講
を
一

朧蔀野廻動磁灘

踊灘膳

黙鱗
灘
朧
號
縣
謹
璽
轍
語

㎝
離
難
熟
難
騨
難
講
灘
離
霧
繍
纏
雛
難

劇
民
の
一
人
一
人
が
国
、
県
a
　
新
築
家
屋
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
建
築
さ
れ
国
と
県
に
麦
え
ら
れ
て
ど
う
や
ら
一
人
　
　
土
木
費
は
コ
エ
六
鐸
度
に
牡
糠
二

量
藩
し
て
い
る
奮
土
饗
き
て
覆
し
い
次
饗
す
歩
き
が
憲
釜
村
馨
が
撰
百
去
舌
藝
た
が
轟
は

以
上
に
と
い
う
糧
長
の
方
針
で
　
　
こ
れ
に
よ
り
増
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
か
い
で
は
仕
方
が
な
い
状
況
で
あ
る
。
　
七
百
五
十
万
円
で
あ
り
約
三
。
噸
の

堺鋤

計
王
で
あ
り
、
そ
し
て
道
路
整
備
も
三
道
が
全
地
区
に
完
成
さ
れ
、
消
火
栓
の
　
　
国
民
健
康
保
険
、
水
道
特
別
会
計
　
　
り
残
さ
れ
る
心
配
が
あ
る
。
国
、
県
に
お
り
で
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
舵
前
任
者

十
九
年
に
思
い
切
っ
て
行
な
っ
た
つ
も
使
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
消
　
　
国
保
に
つ
い
て
は
事
務
経
理
が
む
づ
呼
び
か
け
な
お
一
層
の
交
付
金
を
増
額
の
費
任
で
遺
憾
で
は
あ
る
が
本
職
が
貨

り
で
あ
る
が
、
区
長
さ
ん
が
た
の
婆
璽
防
力
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
か
し
い
こ
と
億
論
を
ま
た
な
い
が
、
事
し
て
ま
い
り
た
い
こ
と
で
あ
る
。
　
　
任
を
持
っ
て
解
決
を
い
た
し
ま
し
た
。

が
す
な
わ
ち
住
禺
の
声
で
あ
る
こ
と
と
し
か
し
な
が
ら
県
、
国
の
助
成
が
は
っ
務
処
理
は
上
々
で
あ
り
、
国
保
の
重
要
　
　
歳
入
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
数
は
数
十
箇
所
不
正
と
の
こ
と
で

信
じ
て
本
年
は
な
お
い
っ
そ
う
道
路
整
き
り
す
れ
ば
不
壌
ボ
ン
プ
に
つ
い
て
は
性
を
説
者
国
民
皆
保
険
の
国
の
施
策
に
’
国
及
び
県
の
補
助
金
、
保
険
税
は
も
し
た
が
請
負
者
日
本
氷
道
も
手
薩
し
を

備
に
璽
点
を
お
き
、
こ
れ
を
大
黒
柱
と
新
規
に
可
搬
式
を
購
入
U
た
い
。
　
　
本
村
も
打
ち
込
ん
で
い
る
次
第
で
す
。
　
ち
ろ
ん
で
す
が
予
算
額
は
拡
大
い
た
し
・
行
な
っ
た
の
で
四
十
年
二
月
末
日
を
も

し
た
次
第
で
す
。
村
の
発
展
の
状
況
は
　
　
敵
育
費
に
つ
い
て
み
る
と
三
十
八
年
運
営
委
員
が
よ
り
以
上
の
働
き
を
く
だ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
南
地
区
水
道
も
完
全
に
完
成
し
た

道
路
の
艮
U
あ
し
を
一
日
見
れ
ば
と
評
は
一
千
七
十
万
円
で
あ
づ
た
が
四
十
年
さ
れ
勲
果
的
に
運
営
で
き
る
よ
う
努
力
　
　
歳
出
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
に
な
り
ま
す
。
北
地
区
怒
本
年
度

さ
れ
て
い
る
の
で
ま
ず
村
の
発
展
は
道
度
は
一
千
六
頁
麟
干
八
万
七
千
円
で
六
し
て
い
る
が
費
用
面
に
於
て
も
国
、
県
　
　
医
院
に
麦
払
額
が
増
大
し
て
お
り
ま
四
月
に
は
国
の
検
査
を
み
て
完
成
す
る

路
よ
り
と
考
え
大
型
予
算
に
い
た
し
ま
百
万
円
程
の
増
額
で
あ
る
。
＝
牟
九
年
の
補
助
交
付
金
及
び
加
入
者
の
負
担
金
す
が
予
算
額
に
示
す
通
り
款
、
項
に
し
こ
と
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
井
戸
の
面

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
に
於
て
は
本
県
に
て
は
村
営
幼
稚
園
と
村
よ
り
一
部
く
り
出
し
の
予
算
で
ま
た
が
っ
て
適
正
な
る
麦
出
を
い
た
す
所
で
多
少
の
ず
れ
が
あ
る
と
思
う
が
永
量

補
助
金
、
負
担
金
鱗
．
も
多
く
あ
る
が
と
し
て
は
第
一
号
と
の
こ
と
で
視
察
者
か
な
っ
て
い
る
次
第
で
す
。
　
　
　
　
存
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
多
く
誠
に
心
嬉
し
く
存
じ
て
お
り
ま

県
、
国
の
裏
づ
け
あ
る
一
部
補
助
負
担
も
多
く
、
ま
た
父
母
も
熱
心
で
あ
っ
た
本
年
も
曄
年
圖
様
に
勤
労
者
が
遂
次
多
　
　
水
道
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
、
　
す
。
水
道
管
埋
ぼ
つ
工
華
に
て
道
路
面

に
よ
り
村
の
嚢
露
展
に
よ
る
享
業
に
の
で
村
と
し
て
も
経
費
も
当
璽
走
よ
く
な
る
の
蒋
自
体
の
所
得
は
増
大
す
　
国
県
の
許
可
が
あ
り
県
の
指
導
に
よ
そ
の
他
震
に
迷
惑
を
掛
け
て
お
り
ま

は
進
ん
で
助
成
す
る
つ
も
り
で
す
。
　
　
り
麦
出
が
多
く
な
っ
た
が
教
育
の
た
め
る
が
国
保
の
加
入
者
が
甚
減
し
て
、
社
り
適
正
な
る
寓
薬
を
遂
行
い
た
し
て
お
す
が
全
力
あ
げ
て
四
十
年
度
は
酪
北
水

前
年
同
様
に
申
講
箇
所
に
は
十
分
に
麦
や
む
を
得
ざ
る
こ
と
で
あ
り
そ
こ
で
本
会
保
険
に
移
行
の
も
の
が
多
い
と
推
察
り
起
債
も
県
よ
り
国
と
つ
な
が
っ
て
お
道
完
成
江
南
村
誕
生
＋
年
に
な
る
の
と

出
す
る
考
え
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
年
は
申
学
校
の
プ
｛
ル
建
設
費
の
支
払
で
き
る
の
で
今
後
二
、
三
年
に
於
て
国
り
本
飛
自
体
に
て
自
由
に
で
ぎ
ず
す
べ
役
場
庁
舎
も
完
成
い
た
し
あ
わ
せ
三
拍

消
防
費
は
三
十
八
年
度
に
於
て
百
七
の
年
で
あ
る
の
で
こ
れ
に
重
点
を
置
き
保
の
一
大
転
換
期
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
　
て
の
指
導
を
さ
れ
水
道
事
業
を
行
な
っ
子
そ
ろ
っ
た
お
祝
い
が
で
き
住
民
一
同

十
九
万
七
千
円
で
あ
り
ま
し
た
が
本
年
諸
経
費
は
減
額
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　
う
。
こ
う
し
た
時
に
は
一
般
会
計
よ
り
て
お
り
お
か
け
に
て
南
地
区
は
増
設
が
と
と
も
に
喜
ぶ
者
で
す
。
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．
，
．
…
…
．
．
．
，
，
㎡
で
、
教
育
費
が
士
ハ
。
五
一
％
、
土
木
　
　
株
式
会
社
足
利
銀
行
熊
谷
麦
店
　
　
▽
公
簿
、
公
文
書
、
図
面
、
印
か
ん

　
　
昭
和
四
十
年
度
江
南
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
　
㎜
費
七
オ
六
％
の
順
と
な
ぞ
お
り
ま
　
株
式
会
往
武
蔵
野
銀
行
熊
谷
支
店
　
　
の
閲
覧
、
照
合
手
数
料
｝
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朧
欝
蕪
粒

㎜
．
．
．
嫉
．
．
．
．
．
礪
．
．
誰
、
皿
、
順
、
．
．
無
難
藤
購
灘
鍵
一
購
騰
　

爾
　
簿
論
欄
謝
購
講
蘇
纏
轡
韓
難
轍
響
霧
難

～
搬
糊
剛
酬
諜
、
鞠
　
　
“
磯
灘
難
纈
譜
蹴
轡

緬　　翻勉

鱒
礫
藤
轍
麟
論
辮
繕
鐸

会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
百
八
十
八
万
三
千
円
届
け
て
あ
る
印
か
ん
の
登
録
に
つ
い
て
叫
，
，
・
，
・
，
・
“
・
．
，
・
。
・
，
，
…
3
…
…
・
・
…
皿
…
㎜

畷
　
鶏
遡
叢
区
鱗
　
駈
蕪
轄
疑
轄
購
環
㎜

馨
嵐
．
驚
轍
薄
創
欝
楓
購
麟
謙
藻
繧
鐵
硫

．
灘
、
㌶
｝
、
灘
．
撒
購
．
灘
曝
鱗
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曝
麗
　
　
甕
奮
嚢
銀
葵
奮
暑
嚢
・
　
匙
．
　
　
曹
》
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新
築
工
那
施
工
中
の
役
場
新
庁
舎
は
ト
（
ぼ
ぐ
）
し
て
極
め
て
厳
粛
の
う
ち
者
の
立
合
い
の
も
と
小
柴
宮
司
修
抜
に

　
　
　
　
　
　
請
負
指
江
田
組
の
懸
命
の
努
力
の
結
躰
に
、
簡
素
な
上
棟
式
を
あ
げ
る
こ
と
が
よ
り
開
式
し
、
村
長
以
下
金
員
の
王
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
羅
ト
ラ
ッ
ク
轟
、
バ
ス

農
場
建
物
と
宿
舎
建
設
へ
　
　
　
灘
二
＋
・
ク
誘
か
罫
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ク
タ
ル
を
予
定
　
当
初
計
画
で
は

　
　
　
　
　
．
埼
玉
県
農
業
教
育
セ
ン
タ
ー
　
約
二
覇
の
議
馨
き
．
景
拮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
カ
、
四
五
億
円
の
内
容
に
な
ろ

　
　
，
，
　
多
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
卜
　
　
　
．
　
　
埼
王
県
は
農
業
の
機
械
化
、
協
業
化
と
い
う
。

鑛
難
．
購
灘
翻
　
　
欝
耀
縷
鵬
羅
雛
趨
舗

塞
．
屡

　
　
，
撒
　
．
懸
鰍
懸
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
着
手
す
る
。
完
成
は
こ
の
夏
の
予
定
教
育
府
容
に
つ
い
て
な
お
検
討
中
だ
が

灘
鱗
．
嚢
．
灘
、
㎜
懸
　
　
　
　
で
、
二
象
ら
活
霧
る
．
阜
年
の
二
選
は
参
タ
あ

繋・

　
　
・
　
　
臼
　
・
、
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
下
六
つ
の
農
運
転
操
作
、
曇
き
に
よ
る
年
物
爽

麟
、
灘
鐘
　
　
・
・
，
，
　
騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
高
校
生
の
警
の
ほ
か
、
農
業
驚
（
習
、
上
フ
ク
タ
ユ
や
ス
排
丁
ド
ス
プ
レ

　
　
　
・
．
：
、
陪
、
・
　
・
構
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
研
修
を
す
る
予
定
餐
、
農
校
生
は
当
ー
ヤ
L
利
用
に
よ
る
俸
薬
計
画
法
な
ど

難、

　
灘
．
，
灘
懸
　
　
　
，
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
、
鴬
犀
の
男
子
だ
け
。
教
育
内
容
は
が
プ
ラ
ン
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
四
＋
一

蓑
・
．
欄
　
一
孫
簸
　
　
照

灘
　
　
　
藩
■
■
　
嚢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
機
械
化
営
農
②
協
業
経
営
③
盒
巣
化
母
度
に
は
、
多
数
羽
識
覆
圃
（
あ
る
い
は

壁
　
　

饗

　
　
　
　
　
　
　
　
麗
　
蹴
、
・
　
梶
．
　
　
　
　
　
七
課
目
で
受
講
は
五
泊
六
目
間
、
受
講
経
済
新
聞
よ
り
転
載
）

　
　
　
　
　
　
ぜ

　
　
　
　
　
　
駕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
い
つ
で
痢
．
鴫
鰹
の
登
録
が
㎜

．
　
今
回
、
公
職
選
挙
法
の
一
薪
　
　
』
．
　
調
整
さ
れ
た
補
充
選
挙
人
名
簿
に
登

一
さ
れ
、
補
充
選
挙
人
名
簿
登
　
　
爾
し
　
　
録
さ
れ
て
い
な
い
日
本
国
民
で

剛
出
が
い
つ
で
も
で
き
る
こ
と
に
り
ま
1
年
令
が
満
二
十
年
に
達
し
た
人
　

Ψ
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
年
令
が
満
二
十
年
以
上
で
、
勉
⑳

一
つ
ぎ
に
掲
け
る
人
は
、
補
充
暴
　
　
名
　
　
市
町
村
か
ら
住
所
を
移
し
て
き
た
人

u
簿
登
録
の
申
し
出
を
す
る
こ
幽
廼
き
○
補
面
選
挙
人
名
簿
登
録
の
申
L
田

町
津
コ
。
　
　
　
　
　
　
方
法

O
基
太
選
挙
人
名
簿
、
及
。
で
に
　
　
登
録
の
申
L
出
は
、
補
充
選
挙
人
名

　
　
　
　
　
　
　
　
簿
登
録
甲
苗
書
（
村
選
挙
管
理
委

援
会
開
か
る
　
　
員
会
庭
は
隻
馨
て
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。
）
に
所
要
事
項
を
記
入
し

『
の
た
め
に
決
意
を
新
た
に
　
　
た
、
　
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ

皿
　
松
本
村
長
は
、
村
長
に
な
ム
の
公
　
さ
い
。

約
は
全
部
完
了
し
、
そ
の
ほ
伽
　
　
　
O
申
し
出
の
際
の
注
意

”
　
三
校
に
プ
｛
ル
の
設
置
　
　
．
　
　
　
1
　
こ
の
申
し
出
は
、
本
人
に
限
り
す

ハ
　
村
立
幼
稚
園
　
　
　
　
　
懲
　
　
　
　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
難
馨
　
き
き
ん
の
勇
の

．
主
欝
道
の
改
修
蕎
、
｝
た
ま
も
の
と
露
し
藁
っ
た
倉
も

藩
辮
器
畷
璽
聞
雄
蕎

…
　
農
業
委
目
改
選
さ
る

ノ

　
ニ
月
二
日
の
村
議
会
に
お
い
、
松
氏
に
よ
り
、
第
一
よ
り
第
四
号
ま
で
の

帥
本
芳
治
、
飯
島
照
治
の
両
氏
彊
薦
さ
議
案
番
議
の
結
果
全
部
承
認
さ
れ
、
つ

陣
れ
、
条
例
で
定
め
ら
れ
た
全
．
が
誕
ぎ
の
と
お
り
会
長
、
副
会
長
が
選
任
さ

胸
生
し
た
の
で
、
二
月
八
日
午
後
一
時
三
れ
ま
し
た
。
，

ソ
十
分
よ
り
村
長
が
全
委
艮
を
裾
し
た
会
長
　
松
本
芳
治
氏

と
こ
ろ
、
橋
本
重
秋
氏
だ
け
欠
で
外
　
　
副
〃
　
　
関
口
多
一
氏

（
全
畠
笹
て
、
仮
議
長
、
関
多
一
副
〃
長
窺
助
氏

　
　
こ
と
し
は
、
検
察
審
査
瓜
力
で
き
く
れ
な
い
（
不
起
訴
）
、
ど
う
も
納

～
て
か
ら
宅
年
目
に
奮
．
得
が
い
か
な
い
き
暑
、
ど
つ

　
新
し
い
憲
法
の
も
と
に
－
本
の
政
し
た
ら
よ
い
か
、
そ
の
よ
う
な
と
き

｝
蓼
朋
る
く
す
る
た
め
、
叢
ろ
は
す
農
響
蓑
繕
歯
て
下

．
　
の
民
主
的
な
新
し
い
制
度
生
ま
れ
さ
い
。

【
　
　
。

　
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
察
番
査
会
で
は
、
事
件
を
も
う

　
検
嚢
習
査
会
も
、
こ
の
　
　
い
制
　
一
度
調
べ
な
お
し
、
事
件
が
複
雑
で

　
度
の
崩
つ
と
し
て
、
「
司
．
の
民
主
当
否
の
判
断
が
困
難
な
場
合
は
、
弁

…
灘
犠
懇
魏
輝

　
の
は
、
検
察
冨
π
け
し
が
必
き
ま
せ
は
そ
の
聯
件
を
戴
判
に
か
け
る
よ
う

ドH
　
ん
。
そ
れ
で
は
窃
盗
や
霧
等
い
ろ
検
察
冒
を
監
督
す
る
検
畢
正
に
卵
し

辮
難
灘
毅
・
齪
藝
、
霧

甲
讐
奪
舞
義
誉
て
に
葎
の
募
婁
莚

千
万
円
で
鉄
筋
五
階
、
延
べ
三
千
坪
、
　
映
一
時
間
入
院
患
者
の
療
養
の
あ
ら
ま
そ
た
だ
一
つ
残
さ
れ
た
療
養
保
養

ベ
ッ
ト
三
百
六
士
ハ
床
、
従
業
職
員
百
し
で
あ
る
。
高
血
圧
後
遺
痛
愚
者
の
歩
で
あ
り
、
な
お
ま
た
充
実
し
た
塵

四
十
九
人
、
資
産
合
計
一
億
六
千
八
百
行
訓
練
、
入
浴
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
富
語
訓
適
し
た
暴
質
を
誇
る
べ
き
で
あ
る
．

万円、

三十九

年
度
上
半
期
損
益
計
算
練
職
業
補
導
い
づ
れ
も
職
員
の
献
身
的
　
　
治
療
医
学
を
予
防
医
学
へ
頚
展

書
に
よ
る
と
収
入
一
億
円
あ
ま
り
、
主
奉
仕
と
社
会
復
帰
に
希
望
を
持
っ
て
厚
る
過
程
に
お
い
て
、
農
村
の
高
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
防
と
治
療
を
医
学
と
底
結
し
て
、

県
外
視
察
に
参
加
し
て
　
　
　
近
の
筆
播
症
の
墓
羅

　
　
　
江
南
村
身
体
障
害
者
会
長
　
　
　
　
　
　
　
　
要
性
か
選
憾
な
く
発
揮
し
て
更
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
健
康
を
守
る
た
め
保
養
に
設
備

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
．
理
一
　
実
是
・
し
竃
選
め
ぐ
ま

な
る
姿
院
料
六
秀
零
、
生
に
馨
る
患
堵
を
見
て
、
た
だ
感
輔
羅
灘
纒
近の
睦

外
来
六
百
万
円
保
養
料
一
千
万
円
給
激
の
涙
が
に
じ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
跡
多
く
上
田
城
趾
小
諸
懐
古
園

食
収
入
一
千
六
百
万
、
そ
の
他
で
あ
る
　
　
最
近
の
温
泉
地
の
近
代
化
は
観
楽
地
ケ
原
県
立
公
園
、
白
樺
湖
等
々
一
…

保
養
所
年
間
利
用
者
＝
年
人
、
年
間
べ
と
し
て
風
俗
人
情
を
醸
颯
し
て
、
営
利
行
に
よ
し
、
万
一
に
備
え
る
こ
と

ッ
ト
稼
動
数
二
万
二
千
人
、
以
上
主
任
経
営
化
し
て
真
の
療
養
保
養
の
地
を
失
平
素
の
健
康
管
理
で
あ
る
こ
と
を

の
説
明
後
五
階
ぶ
ー
ル
で
ス
ラ
イ
ド
上
　
っ
て
し
ま
っ
た
申
に
、
こ
の
魔
教
湯
こ
せ
ら
れ
た
。
　
　
（
現
文
の
ま
ま

き

爵“

　
火
災
共
済
協
同
組
合
　
　
　
　
　
　
　
済
隻
払
に
充
当
す
る
た
め
、
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
万
円
を
限
定
と
し
て
麦
払
保
証

　
中
小
企
業
者
の
財
産
を
保
証
て
い
ま
す
．
組
合
碁
隻
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
の
た
め
と
組
合
の
経
営
安
全
を

　
村
商
工
会
で
も
代
理
所
契
約
を
結
ぶ
　
た
め
・
全
日
爽
災
蓉
簡
組

露
れ
の
量
凝
墓
と
藝
の
撃
モ
『
と
し
て
薯
翼
鶏
を
し
て
、
組

多
の
災
害
に
よ
っ
て
蔑
諄
・
芸
ま
す
．
藻
、
径
の
餐
、
の
共
嚢
蕉
全
し
て
い
善

会藷妻警、

こ
れ
に
募
霧
嚢
備
、
商
品
鐙
な
ど
以
重
に
紹
介
幾
力

悪
萎
と
が
響
資
て
い
肇
嚢
主
一
一
募
円
ま
鶏
姦
醤
養
湊
所
契
約
謀
た

す
・
　
　
　
ぶ
こ
と
が
蓑
す
．
蓬
藝
髭
薯
隷
ご
と
踏

最
近
に
存
る
炎
の
盗
寡
る
定
め
庭
嚢
籍
登
金
霧
所
建
は
誓
灘
県

と
・
嚢
馨
婁
誤
選
を
し
て
、
な
嚢
な
墓
な
く
、
匙
と
藥
酸
い
誤

と
も
な
い
・
社
会
生
活
の
高
度
化
、
複
剰
余
金
が
で
れ
ば
組
冷
員
（
契
約
者
）
　
を
O
理
解
レ
た
だ
く
と
と
も
に

楚
を
反
讐
展
災
笙
々
増
加
の
の
利
用
分
書
暦
嚢
聾
薯
彗
と
し
逐
翌
誘
の
精

藝
た
ど
っ
毒
、
火
災
に
よ
る
き
る
の
で
、
嚢
讐
ら
に
馨
驚
導
奪
つ
な
財

蕩爵産の

焼失にと

輩
、
算
と
な
り
委
　
　
　
守
る
た
め
百
箪
垂
髪

態
轄
慧
覆
赤
魯
県
は
、
霧
成
の
辱
し
垂
嚢
し
て
安
心
し
嚢

業
の
爵
垂
る
毒
そ
の
馨
は
て
い
る
奎
業
窒
毒
誌
め
惹
薯
る
よ
．
藷
黎
い
た
長

ま
こ
と
に
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
・
望
焚
災
善
嵩
組
合
は
　
犬
の
登
録
と

宗
樂
対
策
の
操
も
て
、
番
　
　
　
狂
犬
病
予
防
接
種
の
声
知
ら
せ

で
事
業
を
営
む
甲
小
企
業
者
の
火
災
か

ら
生
ず
る
損
筈
を
保
証
す
る
こ
と
を
目
　
　
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
接
種
を
　
　
十
一
時
半
ま
で
（
江
南
役
場

的
と
し
て
、
』
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
り
実
施
い
た
し
ま
ア
　
　
午
後
一
時
よ
り
三
時
ま
で

に
馨
、
醤
工
欝
、
璽
会
現
在
、
犬
毫
て
い
る
か
た
は
、
必
▼
第
二
次
（
墜
籠

が
火
災
共
済
協
同
組
合
の
代
理
所
と
し
ず
指
定
さ
れ
た
期
日
に
完
了
さ
れ
ま
す
　
四
月
二
十
日
午
前
九
時
半
よ

て
協
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
共
済
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
時
半
ま
で
（
江
南
役
場

事
業
は
、
県
内
の
全
商
工
業
者
が
一
体
　
　
第
一
次
、
第
二
次
と
も
料
金
は
、
登
　
　
午
後
一
時
よ
り
三
時
ま
で

と
な
っ
て
相
互
扶
助
の
糖
神
に
基
づ
き
録
料
三
百
円
、
注
射
料
百
八
十
円
、
門
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
原
出
張
所

不
慮
の
災
害
に
あ
っ
た
場
合
、
お
互
い
票
士
門
で
合
計
四
百
九
＋
円
で
す
が
、
　
戦
没
者
に
勲
章
勲
記

に
助
け
合
い
安
心
し
て
再
起
が
で
ぎ
る
こ
の
日
に
こ
ら
れ
な
か
っ
た
か
た
に
は
　
　
一
旨
三
十
四
日
、
本
村
役
場
に

よ
う
穴
蔵
省
、
通
産
省
、
お
よ
び
県
の
戸
別
訪
問
を
し
て
築
施
い
た
し
ま
す
。
　
て
第
二
次
大
戦
中
に
戦
没
さ
れ
た

指
導
に
よ
り
、
営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
，
こ
の
場
合
で
ず
と
穴
百
六
十
円
負
担
し
に
、
勲
章
勲
記
の
伝
達
が
行
な
わ

霧
の
蟹
の
釜
に
葦
す
て
い
た
萱
と
髪
呈
蔀
ら
、
髭
　
　
宝

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
村
で
は
つ
ぎ
の
方
力
た
で
ず

る
た
め
、
蒙
釜
も
黛
く
、
ま
た
必
ず
指
建
さ
れ
た
日
に
す
ま
せ
て
く
だ
旭
八
（
兵
長
）
大
久
保

共
済
金
の
更
払
は
、
縮
の
場
曾
墾
潤
さ
い
。
な
お
、
当
旧
は
印
か
ん
を
応
れ
　
旭
八
　
（
上
等
兵
）
　
馬
場

額
の
全
額
、
一
部
鵬
災
の
と
き
は
そ
の
ず
に
持
参
願
い
ま
す
。
　
　
　
　
旭
八
（
兵
長
）
　
橋
本

割合によっ

て
粟
払
い
、
組
黛
胤
の
利
▼
第
尉
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑞
八
　
（
上
等
水
兵
）
篠
崎

用
器
薬
と
し
て
、
常
に
組
合
員
の
有
利
四
月
十
三
日
午
前
九
時
半
よ
り
　
旭
七
（
一
等
兵
曹
）
福
田

戸
　
二
塁
一
十
五
日
、
犬
里
郡
福
祉
零
務
』

隅
所
武
島
課
長
、
新
井
福
祉
司
、
郡
身
障
、

…
…
者
連
合
会
武
政
会
長
外
各
会
長
一
行
十
一

名
、
畏
野
県
厚
生
連
台
会
鷹
教
湯
温
泉
一

療
賛
所
視
察
に
出
発
す
る
。
白
銀
の
浅
・

山
麓
を
走
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

㎜
上
田
駅
へ
午
後
一
時
、
さ
ら
に
千
顧
の
■

岬
麦
流
内
村
川
に
添
っ
て
山
峡
を
う
ね
つ

卿
ね
と
一
時
間
余
り
、
塵
の
幽
麓
い
よ

…
い
よ
せ
ま
っ
た
と
こ
ろ
幽
峡
へ
入
る
よ

㎜
差
轡
、
農
餐
点
々
し
話
警

脚
よ
く
耕
し
て
純
朴
な
ふ
ぜ
い
を
思
わ
せ

・
柳
る
。
鹿
の
款
え
た
と
い
う
務
所
、
湧
出

岬
量
蔑
か
に
し
て
無
味
無
色
無
莫
療
養
に

岬
醐
保
養
に
国
昆
温
泉
と
し
て
厚
生
省
の
指

撒
定
地
、
長
野
県
厚
生
連
合
会
で
一
億
五

12
他
の
市
町
村
か
ら
住
所
を
移
さ
れ

　
た
か
た
は
、
前
住
所
地
か
ら
和
の
区

　
域
内
に
住
所
を
移
し
た
こ
と
を
証
朋

　
す
る
文
書
、
そ
の
他
必
要
な
資
料
（

　
転
出
証
明
書
ま
た
は
戸
籍
の
謄
本
か

　
抄
本
、
或
い
は
民
生
委
員
の
証
明
書

　
）
を
事
実
確
認
の
た
め
提
出
し
て
い

　
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

O
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
、
選
挙
人
名

　
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
と
投
票

　
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
二
十
年

　
に
な
っ
た
人
や
新
し
く
住
所
を
移
転

　
し
た
満
二
十
年
以
上
の
人
は
、
補
充

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
申
し
出
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は

　
冠
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
尋
ね
く
だ

　
さ
い
。

つ
い
て
も
改
善
す
る
ホ
つ
な
点
が
あ

っ
た
と
き
は
、
検
事
正
に
勧
皆
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
．

　
検
察
審
査
会
は
、
十
一
人
の
検
察

審
奮
か
ら
な
り
立
っ
て
お
り
、
箸

套
照
は
、
衆
議
院
議
買
の
選
挙
権
が

あ
る
人
の
中
か
ら
、
「
く
じ
」
で
選

ぽれ婁。

　
検
塞
街
査
会
に
は
事
務
局
が
お
か

　
　
　
　
　
　
　
れ
全
国
に
二
百
四

ま
　
　
カ
所
霰
籔

を
　
　
　
　
　
　
　
て
、
大
体
各
地
の

餓
判
所
の
中
に
あ
っ
て
、
事
件
の
受

付など

の
什
箏
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
箏
件
の
申
し
豆
て
に
は
費

用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

護
羅
、
鼎
、
鰻
、

熊
谷
の
各
騨
の
中
に
馨
務
局
が

お
か
れ
て
お
婁
す
。

　
　
　
　
（
熊
谷
検
嚢
養
8
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幼
児
期
の
散
育

も
の
は
あ
り
漢

認
識
さ
れ
だ
レ

で
は
ど
ん
な
互

案
外
こ
の
鄭
趣

県
で
は
、
こ
霞

、
幼
稚
園
、
茎

県
内
の
多
く
璽

薦
志

　
へ
い響
畝
黍
脇

鎌
舞
肇
晒

　
由
、
森

旨＿一
だ
ざ
2
」
り
底
一

宅
っ
た
い
へ
e

な
眺
殉

　
　
　
．
圏
ク

⑳要辮
廟

6　吻

　
　
？
σ
き
鵠
　
裂

穐
鮒
奪

　
δ
　
　
　
　
す
登

　
．
聖
　
　
　
　
㎏
な
ウ

　
～
　
　
　
　
つ
塾

い
行
な
わ
れ
る

　
活
動
方
針
等
活
発
な
話
し
あ
い
が
行
な

　
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
つ
い
望
、
二
月
二
＋
四
臼
、
｛
蟹
会

　
に
お
い
て
会
員
加
入
状
況
の
報
雷
が
あ

　
り
、
現
往
ま
で
に
山
含
バ
十
五
人
の
会

【
、
　
員
加
入
串
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧
月
＋
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
に
は
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沼
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
村
母
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
育
会
発
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式
が
盛
大
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
わ
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
母
性
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
種
の
欝
第
葦
よ
く
も
あ
し
く
も
こ
れ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
手
を
つ
な
　
　
　
　
ら
の
ぴ
る
幼
い
い
の
ち
　
　
　
幼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
書
勇
薔
も
は
全
の
う
ち
喬
っ
と
も
訊
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
倉
差
多
く
の
罷
簑
も
つ
時
墾
す
．
よ
た
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ら
こ
の
含
震
幾
を
つ
く
る
な
ど
親
は
＋
分
醸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
育
成
し
て
自
覚
し
て
、
生
命
力
を
ま
も
り
の
ば
し
カ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
い
き
ま
し
ょ
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
．
（
あ
い
第
二
鼻
甕
い
し
つ
蒸
奎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
つ
す
る
松
　
　
　
　
で
よ
く
食
べ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蚕
婁
）
　
　
　
　
　
　
、
重
　
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
児
期
は
、
う
ま
い
ま
ず
し
カ
わ
か
い
関

ゑ
め
に
　
論
砿
蕪
難
嫡
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ち
で
す
が
、
親
が
手
本
を
示
し
て
、
　
つ
力

母
の
十
二
章
”
　
箋
ら
い
の
な
い
穰
書
け
ま
し
匙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
つ
つ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
六

び
ゆ
く
幼
児
と
母
の
十
二
章
を
つ
く
り
ま
し
第
三
章
手
を
洗
う
習
慣
つ
け
て

、
幼
蒙
つ
霧
し
蕩
墾
て
る
　
い
つ
著
婆
　
　
子

蕗
菱
基
本
讐
と
逡
蓬
藻
藝
肇
惹
潔
を
い
や
が
奪

す
雛
に
可
匪
を
も
つ
幼
松
の
蔀
る
穗
揚
児
摺
薯
ま
す
．
い
つ
の
に

O
と
く
成
長
し
、
新
し
い
世
の
中
を
築
く
原
で
も
ど
こ
で
も
手
を
洗
う
習
慣
な
ど
か
こ
れ

た
め
に
、
乙
の
士
葦
の
糟
押
が
県
内
す
み
ら
、
清
潔
な
生
活
の
気
持
よ
さ
を
味
わ
こ
ん

ろ
が
り
、
注
か
さ
れ
る
よ
う
大
き
な
期
待
が
わ
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
く
・

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
章
自
分
の
こ
と
自
分
で
で
き
導
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
て
い
ま
す
。
動
物
や
植
物
を
か
わ

　
　
　
　
　
　
鄭
雛
號
聾
豫
子
ど
も
雲

　
　
　
　
　
　
母
　
　
　
、
、

　
　
　
　
　
　
翻
第
九
章
藷
齪
鞠
奪
た
か
ら
守
ろ
み

　
　
　
　
　
　
田
　
　
　
　
　
』
　
　
、

　
　
　
　
　
　
礁
魏
鰺
襲
醤
羅
萎
譲
年
交
。

　
　
　
　
　
　
・
け
　
　
を
表
現
さ
せ
る
う
ち
に
美
し
い
も
の
を
通
事
故
力
多
く
な
り
ま
す
と
く
に
子

　
　
　
　
　
　
吸
覧
鳶
る
こ
と
爲
窒
り
ま
す
ど
も
籍
簸
肇
、
青
の
嘆

　
　
　
　
　
　
魔
敷
灘
難
輪
鰐
難
饗
蓼

　
　
　
　
　
　
，
判
の
ぱ
し
て
謬
叢
う
・
　
ど
か
ら
、
こ
の
爺
は
書
釜
信

　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
故
が
ふ
え
て
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
方

　
　
　
　
　
　
嚇
第
轟
⇔
ケ
嚢
友
だ
ち
嚢
蕪
驚
艦

　
　
　
　
　
　
　
児
子
ど
悪
盗
ち
あ
蒙
畠
が
っ
て
談
盗
愚
囲
薯
が
保

　
　
　
　
　
　
　
良
同
性
や
貴
任
性
な
ど
多
く
の
知
識
を
身
　
　
　

・

　
　
　
　
　
　
鹸
に
つ
け
養
羅
み
蒼
酵
難
馨
舞

　
　
　
　
　
　
　
健
つ
み
と
髪
い
よ
う
播
ち
鴇
仲
う
奎
全
釜
の
ぷ
た
を
身
に
つ

　
　
　
　
　
　
～
　
よ
透
べ
る
子
ど
も
に
す
る
配
慮
力
た
客
せ
蒙
つ
・
震
で
の
し
つ
け
が

　
　
　
　
　
　
　
　
い
せ
つ
で
す
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぞ
ま
れ
圭
9

　
　
た
と
ほ
め
て
や
る
　
　
・
鋤
第
十
一
章
気
を
つ
け
て
右
側
と
お

幼
児
は
ひ
と
り
で
も
窪
篁
　

る
奮
び
2
』
　
。
幼
児
塗
り
歩
き
簸

り
、
母
親
の
手
伝
い
の
ま
ね
む
と
を
し
　
　
幼
児
の
交
通
事
故
が
最
近
目
立
ち
ま
　
　
子
ど
も
の
う
ち
で
も
、
事
故
の
い
ち

た
が
る
時
期
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
す
。
い
つ
も
車
に
気
を
つ
け
て
、
右
側
ば
ん
多
い
の
は
幼
児
で
、
そ
の
原
因
は

意
欲
を
た
い
せ
つ
に
し
、
で
去
葛
も
の
を
と
お
る
正
し
い
交
通
の
き
ま
り
を
、
　
「
ひ
と
り
歩
き
」
で
す
。
幼
児
に
は
危

から

手
が
け
さ
せ
て
、
成
功
し
把
ら
ほ
、
習
慣
と
し
て
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
険
に
対
す
る
判
断
力
も
理
解
力
も
と
ぼ
．

め
て
や
り
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
第
十
二
章
子
は
鏡
母
の
姿
を
よ
く
し
く
、
し
た
が
っ
て
保
護
者
と
一
緒
で

第
五
章
思
い
っ
き
り
と
ん
で
走
つ
　
　
　
　
　
写
す
　
　
　
　
　
・
、
　
　
な
け
れ
ば
道
蕗
を
歩
か
せ
な
い
よ
う
、

　
　
て
よ
く
な
げ
る
　
　
一
　
　
　
幼
児
は
お
と
な
の
ま
ね
を
好
み
、
と
い
つ
で
も
目
を
離
さ
な
い
こ
と
が
大
切

運
動
は
幼
児
の
心
と
体
の
発
達
に
深
く
に
母
親
か
ら
は
笑
い
、
怒
り
な
ど
の
で
す
。
買
物
な
ど
に
つ
れ
て
出
る
場
合

い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
思
い
っ
さ
り
「
情
緒
の
表
現
や
体
の
し
ぐ
さ
ま
で
感
化
に
も
、
子
ど
も
は
車
か
ら
還
い
方
に
置

と
ぶ
」
「
走
る
」
「
な
げ
る
」
と
い
う
を
受
け
ま
す
。
母
親
は
い
つ
も
子
ど
も
き
、
歩
く
と
き
は
右
側
の
端
を
歩
か
せ

運
動
を
通
じ
て
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
に
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
目
覚
し
、
行
ま
す
。
ま
た
、
右
手
妊
舷
．
暴
、

つ
力
を
と
と
の
え
、
運
動
神
経
の
発
達
動
や
心
の
持
ち
方
を
正
し
く
す
る
こ
と
首
を
鐸
っ
て
、
飛
び
出
せ
な
い
よ
う
に

し
た
強
い
子
ど
も
に
育
て
ま
し
ょ
う
。
　
が
必
要
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

第
六
章
な
ぜ
ど
う
し
て
の
間
い
に
　
　
　
善
罫
マ
玉
、
．
一
ξ
誓
～
．
．
ξ
ぎ
塁
・
』
毒
ξ
署
入
8
．
5
薯
玉
3
3
ヨ
冒
・
t
ξ
ξ
量

　
　
ま
諺
愚
謝
．
｝
．
，
岬
…
わ
斐
髭
蒙
つ
歪
　
　

』

子
ど
農
嫡
る
時
期
に
蛮
と
、
「
　
理
巻
違
薩
人
に
よ
婁
落
星
の
べ
ん
と
う
す
甫

縫緯鎧

麓
難
縁
　
州
駿
襲
禰
穐
嚢
螺
艇
緩
鵬
融
肋

こ
れ
は
知
恵
の
成
長
碧
ホ
す
毒
で
す
　
　
　
　
　
　
」
『
　
　
夕
食
に
む
ち
そ
ど
で
す
ま
せ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ

潅
と
議
、
で
き
る
蒼
詑
　

ン
う
蓬
て
、
れ
猛
覆
ち
、
体
力
嚢
茎

く
ま
篤
に
説
闇
て
や
畠
す
　
を
べ
百
に
必
羅
る
霧
の
蕪
は
馨
唯
ん
　
ぐ

第
壽
窪
．
。
法
。
．
え
養
勘
蝋
鐸
塑
雛
縫
雛
罷
護
．

に
欝蕪

灘
羅
鞍
会
栄
吻
総
墾
誘
馨
聾
繋
論

家養たち

は
よ
い
肇
話
影
も
り
こ
と
に
、
べ
れ
噂
の
馨
責
は
套
．

相
手
に
な
っ
て
や
り
、
い
蓋
し
レ
　
　
ロ
ん
と
藏
羅
芳
　
　
　
　
描

匠
難
で
接
し
ヱ
や
る
“
と
が
だ
・
仁
力
蜷
琴
べ
ん
　
の
コ
ツ
》

嚢
蓄
小
墓
ゑ
食
　
睾
蒙
た
ん
箋
の
百
難
蔑

乱
難
響
欝
，
．
昼
くの
爆
蟹
薄
鍾
酵
難
蕪

を

相
手
に
与
え
た
い
と
砂
昌
持
と
を
…
が
お
か
れ
て
い
こ
れ
を
三
度
の
食
事
で
と
る
と
し
ま
す
・

警
聖
…
＝
ぎ
・
尾
茎
ロ
善
躍
篭
茎
8
ξ
冒
、
ξ
マ
～
妻
層
置
一
量
．
…
圭
ξ
…
覧
．
審

と
、
普
通
、
朝
は
肉
、
魚
類
を
食
べ
ま
ぜ
る
か
が
、
主
婦
の
大
き
な
閻
題
と
な

せ
ん
か
ら
、
ど
つ
し
て
も
昼
食
に
五
十
　
っ
て
き
ま
す
。

から

六
十
グ
ラ
ム
は
と
ら
な
け
れ
ば
な
　
そ
れ
に
は
ま
ず
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
味

り
ま
せ
ん
。
　
　
　
・
　
　
　
　
　
の
と
り
合
わ
せ
が
た
い
せ
つ
で
す
。

それに

は
昼
食
の
べ
ん
と
う
に
魚
一
①
適
当
に
甘
い
こ
と
。
（
例
煮
豆
な

き
れ
（
た
ん
ぱ
く
質
約
八
十
グ
ラ
ム
）
　
　
　
ど
）

く
ら
い
は
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
②
適
当
に
か
ら
い
こ
と
。
（
例
く
じ

す
。
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
の
み
そ
づ
け
や
さ
け
の
切
り
身

　
こ
の
ほ
か
に
、
べ
ん
と
う
に
不
足
し
　
　
な
ど
）

が
ち
な
の
は
、
野
粟
類
で
す
か
ら
、
こ
③
適
当
に
す
っ
ぱ
い
こ
と
。
（
例
か

れ
も
緑
や
赤
の
野
莱
を
つ
め
合
わ
せ
る
　
　
ぷ
な
ど
の
あ
ち
ゃ
ら
漬
け
な
ど
）

こ
と
に
よ
っ
て
、
満
足
の
ゆ
く
栄
養
を
　
以
上
の
三
つ
が
、
じ
ょ
，
尋
忙
配
合

補
給
し
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
さ
れ
て
い
る
べ
ん
と
う
な
ち
、
病
気
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
で
も
な
い
か
ぎ
り
、
必
ず
食
欲
が
増

▼
　
じ
ょ
う
ず
な
味
の
配
合
　
　
　
　
　
進
す
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　
べ
ん
と
う
は
、
む
は
ん
む
お
か
ず
も
　
　
な
お
、
食
欲
を
増
進
す
る
た
め
に
は

つ
め
た
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
食
欲
色
彩
が
た
い
せ
つ
で
す
か
ら
、
材
料
も

が減

退し

が
ち
で
す
。
　
’
　
辱
　
　

見
た
目
に
き
れ
い
な
も
の
を
色
ど
り
よ

　
こ
れ
を
ど
己
て
お
い
々
食
べ
さ
く
選
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
繋
　

　
　
　
　
　
　
　
、
。

こ
ど
も
は
ボ
魯
ル

　
ψ
つ
ど
こ
へ

　
と
ぴ
だ
す
か

　
わ
か
り
象
せ
ん
。

警
調
ま
　
愚
ミ

　
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
．
　
沙

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲
涛

　
　
【
生
活
の
衛
生
】

　
　
お
ふ
ろ
の
効
能

わ
た
く
し
た
ち
の
生
悟
に
か
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
お
ふ
ろ
は
、
入
り
か
た

に
よ
っ
て
そ
の
効
能
も
ま
ち
ま
ち
で
す

が
、
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
方
法
で
利
用

し
て
い
ま
す
か
。

．
普
通
、
わ
た
く
し
た
ち
が
入
る
お
ふ

ろ
は
、
せ
っ
氏
四
士
蔑
か
ら
四
士
二

度
が
適
温
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
温
度
は
、
わ
た
く
し
た
ち
の
皮
膚
や

筋
肉
、
じ
ん
臓
な
ど
の
血
行
を
よ
く
し

疲
労
回
復
に
最
亀
効
果
が
あ
り
童
9
。

　
病
後
の
人
や
心
臓
．
血
圧
に
自
信
の

な
い
人
は
ぬ
る
ま
湯
が
よ
く
、
症
状
に

よ
っ
て
は
手
。
足
．
半
身
な
ど
の
「
部

分浴」を

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
不
眠
症
や
神
経
が
異
常
に
興
奮
レ
て

い
る
人
は
、
せ
っ
氏
＝
手
四
度
か
ら
三

十
七
度
ぐ
ら
い
の
「
全
身
浴
」
が
効
果

的
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
脳
い
っ
血
後

の
半
身
不
随
に
よ
く
き
き
ま
す
ー

　
た
だ
低
温
浴
の
場
合
た
い
せ
つ
な
こ

と
は
、
浴
室
の
温
度
が
寒
く
な
い
こ
と

（冬でも、

せ
っ
氏
十
七
度
か
み
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

度
）
と
湯
上
り
後
一
時
間
ぐ
ら
砂
寝
る

こ
と
で
す
．
　
閲
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
空
腹
時
や
畏
時

間
の
ス
浴
は
か
え
っ
て
健
康
に
警
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
か
ら
さ
け
ぞ
く
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

さ
い
。
　
　
　
、
　
　
．
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劇

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
か
ら
、
唾
き
る

だ
け
さ
け
る
よ
う
濫
意
く
だ
さ
φ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
に
実
際
の
場
に
お
い
て
保
護
者
が
教

交
通
事
故
え
…
器
・
・
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
横
断
は
正
し
く

う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
学
生
で
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
低

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
隼
に
交
通
事
故
が
多
く
、
原
因
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
横
断
の
際
の
不
注
意
」
や
「
飛
ぴ
出

O
　
ル
ー
ル
教
育
は
、
機
会
あ
る
ご
と
し
」
が
主
で
す
。
と
く
に
横
断
の
際
の

　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
危
険
は
、
お
と
な
に
な
っ
て
も
憂
り
な

　
幼
稚
園
や
学
校
に
通
り
毒
つ
に
な
つ
　
い
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
子
ど
も
の

李
毯
に
は
、
舅
に
応
じ
て
、
墓
に
正
し
い
横
断
の
秦
境
に

信
号
の
見
方
、
道
路
の
渡
り
方
、
歩
ぎ
つ
け
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
ケ

．
方
な
ど
を
教
え
る
こ
と
が
、
理
解
刀
を
O
自
転
車
の
乗
り
方
を
教
え
よ
う

進
め
、
安
全
の
た
め
の
し
つ
け
と
し
て
　
　
小
学
校
の
高
学
年
か
ら
中
学
生
で
め

『
ぜ
ひ
必
要
な
こ
と
で
す
。
機
会
あ
る
こ
だ
つ
の
は
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
場

合
の
一
時
停
止
、
踏
切
の
安
全
な
渡
り

方、

右曲

が
り
の
方
法
、
合
図
、
ふ
た

り
乗
り
の
禁
止
な
ど
、
安
全
の
た
め
の

心
構
え
を
じ
っ
か
り
身
に
つ
は
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

O
み
ん
な
で
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
子
ど
も
の
交
通
事
敬
が
減
る
の
も
ふ

え
る
の
も
、
お
と
な
の
注
意
が
行
き
と

ど
い
て
い
る
か
ど
っ
か
に
か
か
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
保
護
者
や
学

校
の
先
生
だ
け
で
瞥
、
お
占
な
の
み

ん
な
が
そ
れ
に
関
心
を
も
つ
伽
ど
う
か

に
左
右
さ
れ
、
だ
れ
も
が
子
ど
も
の
あ

ぶ
な
い
道
路
遊
び
や
通
行
を
み
た
ら
、

「
あ
ぷ
な
い
よ
」
と
ひ
と
こ
と
声
を
か

け
て
注
意
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

・・一噌
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規
則
正
し
い
生
活
を
’
　
　
　
　
の
難
磐
嚢
難
鍾
器
鷲
去
　
、
　
　
　
　
華
囎
襲
灘
灘
論
蔀
輔
羅
娘
総
譜
繹
㎜

　
　
　
　
　
　
　
新
入
学
児
の
家
庭
で
の
準
備
響
難
鑓
縷
韓
　
　
　

難
緬
駆
誰
領
諜
醗
叢

籔
騨
幼
難
霞
　
鷺
鱗
難
質
欝
．
畷
．
．
、
｝
手
鱗
蕪
　
　
繋
輸
齪
御
歴
難
難
ポ
甜
釣
㎜
｝

灘麟
が

難
胚
舞
奎
翔
籔
瞠
頚
翌
翼
顯
馨
鰻
本
村
塩
の
通
称
鐸
離
鷺
擁
　
　
　
　
墾
め
に
蓋
に
嚢
野
髪
雛
離
㎜

た
ち
が
、
明
る
く
楽
し
い
学
絞
生
活
が
七
干
四
件
の
事
故
が
路
り
・
六
人
が
死
に
病
気
や
異
状
が
あ
っ
た
か
た
は
・
す
跡
と
し
て
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
に
も
野
原
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
て
五
台
山
文
殊
寺
と
称
し
、
鎌
倉
右
は
仁
王
門
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
㎜

送砦虐する

た
め
に
犬
学
前
亡
鄭
士
一
天
が
け
琶
て
い
馨
饒
釜
諄
犬
掌
る
嘉
、
鋸
鴛
た
奮
梅
嚢
饗
、
非
　
　
　
　
　
　
藻
覇
公
が
猛
さ
れ
、
露
た
．
あ
毫
の
馨
読
た
も
£

の
譲
で
の
禦
藝
す
．
す
．
．
　
　
謹
箋
し
て
莚
い
馨
緩
多
く
審
財
に
嚢
毒
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
麗
々
は
長
く
伝
篶
蕎
ま
霧
、
舅
文
殊
と
し
峯
甕

▽
規
則
正
し
い
習
慣
を
　
　
　
　
　
　
一
方
、
事
赦
に
あ
っ
た
児
童
の
年
令
す
。
と
く
に
耳
や
目
の
病
気
に
気
を
つ
　
こ
の
た
び
、
当
時
村
文
化
財
保
護
箋
繭
委
員
を
じ
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
、
文
朋
士
一
奪
火
災
に
あ
い
、
徒
の
債
郡
が
特
に
厚
く
、
還
近
の
信
者
”
皿

学
校
は
箇
生
活
の
場
で
す
3
を
翼
て
み
る
と
・
全
体
の
六
・
勘
け
ぞ
だ
さ
い
・
　
　
た
垂
が
た
霧
要
暮
舞
蓑
塞
づ
き
、
嬰
　
　
　
　
　
　
　
歪
、
山
門
等
こ
き
芝
焼
け
て
し
は
ま
凄
す
多
く
な
っ
て
奮
婁
．
㎜

は
じ
め
て
こ
の
よ
う
な
集
団
生
活
に
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
っ
て
紹
介
し
、
皆
さ
ん
に
公
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
p
　
　
　
”
　
、
　
　
幾
　
　
　
　
　
謹
　
　
　
　
ま
い
ま
し
た
。
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
笠
原
義
信
氏
調
査
）
　
側

る
蓄
た
ち
ほ
、
挙
糧
し
　
☆
…
成
人
の
日
…
涛
　
　
　
　
　
　
　
婁
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畢
五
年
、
高
晶
ッ
山
の
埜
、
、
（
写
澄
文
珠
寺
仁
王
門
）
　
㎜

い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捌

叢
訴
鷺
薇
村
で
も
盛
大
に
記
念
式
典
式
が
き
薯
藷
村
民
ス
キ
、
大
会
　
難
難
奪
雛
縫
蒲
講
難

擁
馨
蘇
き
．
よ
．
三
凝
餐
難
雀
鞍
難
鵜
難
聴
雛
難
鐵
難
　
　
重
士
ハ
名
が
参
㍗
負
傷
者
適
な
・
撃
・
蓼
で
書
　
　
壱
㎜

羅
灘
難
縣
辮
購
螺
購
鰯
難
繍
灘
轍
難
懸
鰍
難
叢
纒
灘
躍
驚
乱

鰯
繊
灘
㈱
饗
羅
馨
、
・
・
読
・
、
・
に
響
熱
鎌
鑛
雛
難
・
灘
鍵

鞭
簗
㌧
．
と
を
め
懸
群
今
後
難
饗
漂
体
協
に
剣
道
部
会
牽
委
馨
離
惣
躍
麟
．
鞭
難
．
灘

鞭雛

磐
箋
襲
錘
嚢
懲
　
　
　
羅
幾
灘
舞
藤
．
錨
，
，
鰻
，
・
聯

鐸
、
　
成
人
と
な
っ
た
　
　
・
　
レ
す
て
に
は
諺
蘇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹸
通
養
体
あ
る
2
思
わ
れ
る
製
、
厚
く
も
　
ー
ー
、
．
　
　
　
、
　
，
　
蹴

厚
生
年
金
や
共
済
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
っ
に
な
っ
て
レ
る
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
育
の
振
興
に
村
体
宵
協
会
に
発
足
さ
せ
た
と
い
う
こ
　
こ
の
日
の
剣
士
は
、
杉
麗
役
を
は
姶
星
徒
が
多
い
だ
け
に
、
剣
士
の
勇
謝

組
合
な
ど
凝
　
　
　
．
人
と
国
民
年
金
　
尊
と
義
し
壱
い
　
　
　
　
　
　
　
　
勧
藷
美
い
慮
、
ま
こ
と
に
萱
葎
葎
肇
蕩
、
野
毒
h
嚢
穽
壱
い
気
禽
に
も
、
ど
っ
奨
い
犠

し
てい

な
レ
ニ
＋
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
で
す
。
　
・
　
　
　
　
　
　
　
行
り
豪
し
た
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
　
緊
郎
の
璽
箆
審
判
に
は
馬
場
良
巻
き
起
こ
る
と
い
う
な
む
や
か
な
蕩
・
…

才
か
ら
六
十
才
ま
で
の
人
た
ち
が
、
必
と
考
λ
が
ち
で
、
近
い
将
来
就
職
し
て
　
　
国
民
年
金
へ
加
入
手
続
き
は
、
加
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
今
度
同
協
　
　
早
く
も
剣
道
鄙
会
で
は
、
第
桶
圓
の
房
先
生
、
長
俗
川
喜
三
郎
先
生
が
あ
た
面
も
あ
り
、
意
義
あ
る
一
日
練
習
会
を
餌
…

ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
厚
生
年
金
な
ど
に
加
ス
す
る
こ
と
が
予
者
が
直
接
届
け
出
す
る
か
、
世
帯
主
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
　
　
会
揚
し
く
練
習
会
を
兼
ね
、
ま
た
、
村
内
へ
の
P
り
、
江
園
頑
学
校
生
徒
を
前
に
熱
戦
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
…

す
．
蓬
編
獲
、
曵
寳
、
建
婆
暴
舞
え
交
に
か
わ
っ
て
置
す
る
慧
　
　
　
　
　

韓
鐵
参
R
と
塞
攣
墓
肇
屡
、
蒼
存
妻
の
窪
こ
奪
・
お
美
芝
2
㎜

二
千
万
人
の
加
入
考
が
あ
る
わ
け
で
す
て
い
る
た
め
、
隔
罠
年
金
の
保
険
料
を
で
き
ま
す
か
ら
、
瀞
現
へ
進
ん
で
屈
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卯
嚢
こ
と
与
え
葛
た
め
、
吋
貝
楓
墓
串
学
体
膏
館
に
い
っ
ぱ
い
の
生
徒
だ
ぢ
を
、
　
た
練
習
の
機
会
を
も
ち
た
い
と
思
い
ま
・
柵

が
、
こ
の
盛
雰
は
制
度
が
で
き
た
と
納
め
て
も
掛
け
す
て
に
な
る
の
で
は
な
出
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
±
月
十
校
体
胃
館
に
お
い
て
模
藝
誉
を
行
な
存
分
に
わ
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
レ
た
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
る
’
…

き
（
沼
型
干
穴
年
）
に
厚
生
年
金
な
い
か
と
不
安
に
思
う
人
も
い
る
の
で
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
円
の
瞬
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
剣
道
を
み
る
の
は
初
め
て
と
よ
う
お
願
い
い
た
し
童
ア
。
　
　
　
　
胤

　
　
日
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…
㎜
月

贈
　
』
弓

川
浄
化
は
、

・
柵
も
の
と
な

’
…
わ
れ
る
べ

胤
藩
と

国
民
の
す

な
生
活
を
営
・

活
を
通
じ
て

は
国
民
全
体

い
和

た
．
雷

き
㍉
お
即
て
［
つ
岬

知
用
中
の
も
の

ぬ
よ
う
に
し

ー
プ
掛
け
な

う
に
し
て
お

③
容
器
の
運

付
け
、
交
馨

う
こ
と
に
な

最近プロ

パ
ン

叡
庭
が
、
急
激
に

し
た
。
こ
れ
ら
の

へ
ん
便
利
で
す
が

を
間
違
う
と
、
と

に
こ
れ
ら
の
こ
と
は
し
な
い
。

④
配
管
は
す
べ
て
金
属
管
を
用
い
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
コ
ン
ロ

な
ど
に
接
続
す
る
ゴ
ム
ホ
L
ス
の
長

さ
は
二
齎
以
内
と
な
っ
て
い
る
の
で

こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
と
き
は

販
売
唐
に
連
絡
を
し
、
基
準
ど
お
り

に
な
お
し
て
も
ら
う
。
ゴ
ム
ホ
ー
ス

は
長
く
使
う
と
ヒ
ビ
割
れ
た
り
、
老

化
し
て
ガ
ス
も
れ
の
原
因
に
な
り
ま

す
か
ら
、
早
め
に
と
り
か
え
て
も
ら

う
。⑤

容
器
の
取
り
か
λ
時
に
は
、
ガ
ス

も
れ
検
査
と
ガ
ス
の
流
れ
の
調
整
試

験
を
販
売
店
に
お
こ
な
わ
せ
る
。

⑥
長
時
間
外
出
す
る
と
き
や
、
就
寝

前
に
は
、
必
ず
元
栓
と
コ
ン
ロ
な
ど

の
コ
ッ
ク
は
し
め
て
お
く
。

⑦
ガ
ス
も
れ
が
あ
る
と
、
ガ
ス
は
空

気より

重
い
た
め
床
面
や
低
い
と
こ

ろ
に
た
ま
る
の
で
、
も
れ
た
場
合
は

ま
ず
元
栓
を
し
め
付
近
に
あ
る
火
気

を
消
し
て
か
ら
低
い
と
こ
ろ
に
た
ま

っ
て
い
る
ガ
ス
を
、
出
入
り
口
や
窓

を
轟
け
て
、
う
ち
わ
な
ど
で
臭
い
が

な
く
な
る
ま
で
戸
外
に
出
し
て
か
ら

すぐ

販売店に

修
理
し
て
も
ら
う
。

⑧
火
災
の
あ
っ
た
と
巻
は
、
す
ぐ
に

元
栓
を
し
め
て
か
ら
消
防
団
に
連
絡

し
、
必
要
な
処
置
を
と
る
。

動
を
さ
ら
に
充
実
し
普
及
推
進
す
る

②
清
掃
の
日

　
四
月
二
十
日
の
清
掃
の
日
を
中
心

に
行
な
わ
れ
る
こ
の
週
間
に
「
国
土

か
ら
ご
み
を
一
掃
」
す
る
。

③
清
掃
の
徹
底

　
大
掃
除
に
よ
る
家
屋
内
の
清
掃
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
社
会
全
体
の
清
掃

公
園
、
観
光
麺
、
行
楽
地
、
路
上
そ

の
他
公
共
的
施
設
な
ど
多
人
数
が
集

合
す
る
場
所
を
清
掃
す
る
。

④
公
衆
道
徳
の
高
揚

　
紙
く
ず
、
ガ
ム
、
た
ば
こ
の
吸
が

ら
な
ど
を
み
だ
り
に
捨
て
な
い
よ
う

ご
み
容
器
と
か
吸
が
ら
入
れ
へ
正
し

く
捨
て
る
よ
う
、
ま
た
河
川
そ
の
他

の
公
共
水
城
へ
こ
み
を
不
法
投
棄
し

な
い
よ
う
に
す
る
。

⑤
衛
生
害
虫
お
よ
び
ね
ず
み
駆
除
の

後
　越

年し

た
蚊
、
は
え
、
邑
き
ぶ
り

な
ど
衛
生
誓
曳
の
駆
除
お
よ
び
そ
の

発
生
源
の
除
表
と
ね
ず
み
の
駆
除
を

実
塵
ヲ
る
。

以
上
が
週
間
中
の
重
点
目
標
で
す

が
よ
る
を
む
協
刀
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。




